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真の成功者（創世記11:8-9）
ノアの時代、大洪水によって全人類が滅ぼされる神様のさばきが行われていました。その後、ノアを中心にその子孫が増えるようになりました。この洪水のさばきというのは、絶対に忘れることのできない神様のメッセージなのです。しかし、人はそのような経験をしたのにもかかわらず、ちっとも変りません。それが罪の恐ろしさというものではないでしょうか。その証拠、その現れというものが、今日の聖書に登場するバベル塔というものです。彼らは、少し人数が増えて安定していきますと、バベル塔を建てよう、そして、天の頂きまで塔が行くように頑張ろうとなりました。それは人間そのものが神なのだという叫び声のようなものなのです。そして、そのバベル塔のことを世の中では成功だと思い、また、自信をもって言っています。ここでクリスチャンの私たちは、なにが本当の意味で成功であり、また、成功者なのかということに対して改めなければいけないと思います。

皆さんは、成功者と言われたときに、真っ先に思い浮かぶ人物はどんな人でしょうか。当たり前に、ビル・ゲイツ、スティーブン・スピルバーグだと思うかもしれません。また、トランプ大統領がそれに当たるかどうかわかりませんが、トヨタの会長さん、あるいは、ノーベル賞を受けたとても性格のよさそうな顔をしている教授さんが京都にいらっしゃるのですが、そのような方などがすぐに思い浮かぶのではないでしょうか。そして、いまクリスチャンの子どもたちもそのような成功を目指して勉強をしているかもしれません。様々な苦労があるでしょうけれども、我慢しながら勉強する。また、いろいろな環境の問題があるでしょうけれども、それにもめげずに一生懸命頑張っているということは、成功者になるために目指しているのではないでしょうか。そうであるなら、未信者とクリスチャンとは、なにが、どこがどう違うのでしょうか。世の中にクリスチャンが存在すべき理由は、いったい何でしょうか。そうならば、教会はもういらないのではないでしょうか。お寺に行って神社に行けばそのような願いをもって、そういうものを目指して拝むようなところはたくさんあります。なにが成功者なのでしょうか。人々は、技術がどんどん発展して、また、人間の良さをどんどん見極めて発展させることになりました。それでレンガを作りましょう。また、瀝青という接着剤を開発してより丈夫な建物を作ろうではないか。しかもお互いに知恵を出し、手を取り合って、協力しながらやれば、よりすばらしいものが作れると謳いながら頑張っていました。しかし、ご存知のように、人々が希望を託して成功だと思い、また、自負していたバベル塔というものは、崩れ去って崩壊してしまいました。皆さん、神様からのメッセージをぜひ心に留めていただきたいと思います。
バベル塔は、決して成功ではありません。世の中で今現在の、また地球が終わるそのときまでずっとバベル塔は成功だと謳い続けるようになります。そういう中でクリスチャンの私たちは、明確にしていなければいけません。バベル塔は、成功ではありません。つまり、人間の何でもかんでも良くなること、うまくいくことが成功ではないわけです。でも、実際はみなそのように心のどこかに刻み込まれているのではないでしょうか。なぜ子どもを学校に行かせて、成績を見ながら怒ったり褒めたりしていらっしゃるのでしょうか。バベル塔の成功のためではないでしょうか。うっかり成績が悪いと、才能がなさそうに見えると、このバベル塔にたどり着くことができないのではないかという心配で焦りを覚えているのではないでしょうか。基本からずれていることではないでしょうか。聖書は、これっぽっちも迷わずにバベル塔は成功ではないと言っています。確かに皆が信じているように、また、謳っているように人間には無限の可能性があるかもしれません。無限の潜在能力を抱えて、しかも先ほども申し上げましたように、お互いに知恵を出し協力し合うようになれば相乗効果もあり、持っているものも10倍、100倍の効果を出すことができると言います。それも嘘ではありません。ですから、この世の中の発展というものは無限のもので、無限の発展が私たちを待っていると謳っています。すべてが嘘ではありません。間違いないと思います。そして、その可能性が実現するために具体的ないろいろな方針を持っています。なによりも内面をしっかりと開発するべきだ。人間の内面にすべてがあるので、その内面を極めていくことによって、このような無限の可能性、無限の力というものが発揮することができる。それと同時に、それが分かった段階でもう必死に努力すればいい。頑張ればいい。努力は必ず報われると謳いつつ、その努力によって可能性が実際的なものになるように頑張っているわけです。それから、なにか壁にぶつかったときでも、あきらめてはいけない。あきらめることさえなければ必ず良いことがあり、道が開かられると謳っています。だから、あきらめることさえなければ必ず人間の無限の可能性というものがものになって目に見える形に現れるものなのだと謳って、いままでそのように実現してきたわけです。しかし、それをバベル塔と言っているし、そして、そのような結果は、成功だと皆思い信じ込んでいるのですが、しかし、クリスチャンの私たちは、そういうことを否定するつもりはありませんが、そのような皆の希望を託して目指しているバベル塔というものは崩れ去ったものなのです。必ず崩れるようになります。いままでの歴史を振り返って見ても、そういうことはいくらでも証拠を見ることができるし、ひとりひとり個人の人生を見ていても本当に良心に戻って素直になればそういうことはすぐに分かるようになると思います。

なぜなのでしょうか。バベル塔は成功ではありません。崩れるものなのです。また、崩れなければいけません。なぜなのでしょうか。無限の潜在能力があり、また、相乗効果などがあるかもしれません。だから、どんどん発展を遂げることも間違いありませんが、そういった人間が頼りにしているバベル塔のすべての可能性が、人間が抱えている彼らが知らない根本の問題に対してはこれっぽっちも役に立たないものなのです。人が抱えている問題、原罪という罪、神を離れてしまい、神様に敵対する本性を持っている人間の問題はどうにもなりません。その罪によって人間は残念ながら、この無限の可能性だと信じ込んでいる人間の力ではどうにもならない悪魔のしわざに捕らわれて、滅びる運命に捕らわれて人生を生きているわけです。それにはまったく触れることもできないまま、ただ包装としてバベル塔を建てたということで皆酔っぱらっているわけです。この根本的な霊的な問題を解決することができない限り、そのバベル塔はまぼろしに過ぎないものなのです。なにが成功なのでしょうか。どこに本当の成功があるのでしょうか。バベル塔は崩れるしかありません。

そして、もっと大変なのは、このバベル塔によって人間は勘違いを起こすわけです。それがバベル塔の結論、ゴールでもあります。バベル塔を建てて、バベル塔のまぼろしに酔っぱらって人間はこういう勘違いに走ります。「そうだな。もうわれわれ人間が最高で神ではないのか。神はいらない」。それが天の頂きまで行こうではないかという叫び声なのです。バベル塔は必ずこういう錯覚を起こします。人間は、成功だと思っているその成功によって、必ずこのゴールに走ります。神はいらない。人間だけで十分なのだ。でも、本当はそうではないので、神様は本当に人間のことを愛していらっしゃるので、そのままであれば滅びるしかないので、そのバベル塔を全部崩してしまうわけです。つまり、バベル塔は崩れるしかありません。勘違いなので。まぼろしなので。そして、それが崩れるということは、神様の愛であり、神様の配慮なのです。災難が起きたり、皆さんの人生が壁にぶつかって思いどおりにいかないまま崩れるかのようなこと、皆さんが自慢して自負していた、あるいは頼りにしていたものが皆さんを裏切り崩れ去っていくその時は、それこそが神様の愛であり、神様の配慮なのです。それこそが人生の最高のチャンスなのです。このバベル塔は本当の意味で成功ではない、まぼろしそのものだったのだねということに気づき、真実に目覚め、霊的な事実に目覚めるためのチャンスなのです。その結果、人生に必要なのは、バベル塔の成功ではなくて自分が目指しているものを叶えることではなくて、キリスト・イエスしか希望はないのだと気づいてもらうための神様の配慮であり、神様が与えられるチャンスなのです。個人的には、私自身も若い頃に人生の隅っこの方に、もう身動きが取れないところに追い込まれた時期がありました。それによって自分は偉いと思っていたのですが、そうではなくて、キリストでなければどこにも希望はないとやっと気づくようになったわけです。だから、バベル塔は崩れるもので、崩れなければいけないものなのです。そこに成功を見て、それを目指して一生懸命頑張ること、それはもうやめましょう。そこに成功などはありません。たとえ、皆さんが、会長さんになった、ノーベル賞をいただいた、大統領に昇りつめたとしても、それは成功ではありません。そういうことのためにいま汗をかきながら寝ずに勉強しているのであれば止めましょう。
前にも一回そういう話をさせていただいたときがあると思いますが、あるクリスチャンの良い信仰を持っていた学生さんが、看護師になるための学校に入っていきました。「なぜそこに入っていったの」と聞いたら、「できるだけキリスト教の精神を現すことができる職業を探していて、患者さんの面倒をみて助けることではないかなという思いで志願しました」と言っていました。もちろんとても立派な考えだと思います。しかし、彼女に聞きました。「未信者の方々もあなたとほぼ同じ思いで看護学校に来ているのではないか」「はい」「あなたは未信者とどこが、なにが違うのか。なぜ看護師になろうとしているのか。看護師は間違いなく病んでいる人を助けることに間違いありません。しかし、看護によって人が本当に助かることまではありません。もしそう思っているのであれば、その看護はバベル塔なのだよ。医者が人間を治すわけではありません。本当に人間を治したいのであれば牧師になりなさい」と言いました。違いますか。志しは立派なのですが勘違いしているわけです。バベル塔は崩れていきます。世の中を維持するために学校も教育も医学も福祉も政治もいろいろなものが必要です。でも、それは、結局は全部崩れていくものなのです。それに希望を託してそこでなにかをやろうとしていることは、それは言語道断なのです。そうだったら看護師になったら行けないのでしょうか。それはすべてキリストを伝えるための道具に過ぎないものなのです。それはバベル塔からのメッセージです。勘違いしないようにしましょう。いままでの私の経験で申し上げますと、クリスチャンの中でぬぐいきれない勘違いがなにかと言うとこれです。いまだにバベル塔が成功だと思っていることです。だから、教会でもモチベーションとしてバベル塔を提示しないと皆が頑張らないのです。イエス様を信じると健康になるよ。信じると問題が解決しますよ。信じると皆さん学校に合格しますよという謳い文句がなければ皆、信仰生活を頑張ろうとしないのです。それはもはやキリスト教ではありません。聖書は真逆に言っています。それは成功ではない。それはまぼろしに過ぎないものだと。特にレムナントの皆さん、何のために勉強をしているのか、今の時点で吟味しないともう遅いのです。正直、いまの日本の状況を見ると、0.3%にも満たないクリスチャンの人口であり、偶像にまみれてヒューマニズムが骨身にまで根を下ろして災いの危機に直面している国なのに、経済的には裕福であり、人間性がよろしいということで包装しているわけです。そこでクリスチャンがいろいろな専門性を生かしてやるということはもちろん大切なのですが、いまの日本においてなにがいちばん大切なのでしょうか。なにが求められるのでしょうか。昔、国にリバイバルが起きたときには、大学に通っていた、あるいは大学を卒業している優秀な人が全員、牧師か宣教師になりました。日本の状況は、今そういうことが求められる状況なのです。唯一、希望のある教会は、日本の全国の教会が、5年後にはほぼ消えてなくなるような状況なのです。そこでクリスチャンが、音楽会をやってそこで神の栄光を現すということももちろん必要なのでしょうけれども、本当に神様が望まれることは何でしょうか。特に、福音を愛して、日本の国を愛するレムナントであれば。そうでなければしょうがないでしょうけれども。しかもそのために神様から優秀ななにかが許されている者であれば、なにを目指し、なにをすべきなのでしょうか。なにが成功なのでしょうか。バベル塔は成功ではありません。
だから、人間のまことの成功は、創造の神様と出会い、一緒になることです。聖書は、これは絶対に譲りません。あなたのたましいが幸いであるように、すべての面で幸いであり、健康であることを祈りますとあります。たましいが幸いであること、これ抜きにして成功はありえません。それが人間です。犬や猫ではありません。たましいが幸いであるというのは、創造の神様と出会い、神様と一緒になることです。それを抜きにしたバベル塔というものは、全部まぼろしであり崩れ去るものです。神様と出会う唯一の道がキリスト・イエスなのです。だから、イエス・キリストによって神様と一緒になれるので、そのイエス・キリストを信じることが、イエス・キリストを心に受け入れることが、人生のまことの成功なのです。キリスト・イエスを受け入れた瞬間、すべて完了したと宣言した通り、人生の過去、現在、未来のすべての問題を解決するようになります。それを成功と言います。同時に、天にある霊的すべての完璧な祝福をいただくようになります。死の影の谷を歩いても問題にならない祝福をいただくようになります。イエス・キリストにあって。それが成功なのです。受け入れた人々、すなわちその名を信じた者は、神の子どもになる特権が与えられる。つまり、人生の成功というものは、悪魔の子、地獄の子から神の子、いのちの子に身分そのもの、存在が変わることを成功と言います。そして、その条件は一つしかありません。イエス様をキリストとして信じることです。義人は信仰によって生きる、つまり、人生のまことの成功は、形にあるものではなくて、上にいるのか下にいるのかではありません。健康なのか病気なのかが人生の成功を左右するわけではありません。イエス・キリストを信じることが成功です。ぜひ勘違いから自由になっていただきたいと思います。

そして、イエス・キリストを信じている人は、すでに、永遠に変わることなく、最高の幸せな者であり、世が与えることができない平安を所有している者であり、すべての問題が終わったどころか、世の中の問題を解決するための問題解決者です。すでにとっくにこれからも永遠になにがあっても。ですから、この完璧な祝福を実際的に味わうことを成功と言います。先ほども申し上げましたように、詩篇23篇にあるように、死の影の谷を歩いていても乏しいことはありませんと言えるように味わうことです。刑務所の中にいて、わたしを強くしてくださる方にあってできないことはなにもないと言うことができるように味わうこと、それを人生の成功と言います。植民地であれ国がどっちにどう傾いているか、それに全く左右されない、それは、あなたがたは知らなくてもいいよと言えるようになる、それくらい味わうことです。それくらいの祝福なので。それを味わってそのように言えるようになることが成功です。お金をたくさん持っているから成功ではありません。国会議員になるから成功ではありません。刑事になるからお医者さんになるから成功ではありません。レムナントの皆さん、ぜひいまのうちに知ってください。死の影の谷を歩いていても乏しいことはありません。信仰のゆえに死の危機に直面していたときに、「死んでも構いません」。刑務所の中にいても、「私に足りないことはなにもない」。いま植民地の状態なのに、それにこれっぽっちもとらわれることなく聖霊が臨まれることによって「地の果てにまでイエスの証人として生きていく。神の国のものなのだから」。それを味わい、すべてから上に立つことができること、これを霊的サミットと言います。これこそが成功です。これなくしてバベル塔を建てたからといって、成功でもなんでもありません。
その結果、本当の人生の成功は、人生を生きる理由が変わるし、人生を生きる理由が一つに絞られることなのです。これが成功です。いままでなにになりたい、こうしたい、こうありたいということがいろいろありましたが、いままで自分が成功だと思い、また、目指していた目標すべてがちりあくただと言えるようになることを成功と言います。温かい家庭、とんでもありません。私たちは、そういうことのために生きる存在ではありません。裕福になるために、自分の目標を達成するために。ちりあくたです。皆さん、なにが目標だったでしょうか。生きる理由は何だったでしょうか。理由が一つになります。地上にあるものではなくて、地上の自分のレベルではなくて神の国ために生きるのです。神の国がこの暗やみの世界に臨まれること、それが私の生きる唯一の理由なのです。仕事、職業がどういうものであれ、アフリカの人でも日本人でもアメリカの人でもクリスチャンであればみな一緒なのです。だから、一つのからだと言っています。生きる理由は、神の国しかありません。世にあるものによって振り回される人生はもう御免です。終わりです。神の国のため、これ一つしかありません。そして、その神の国を実現するための方法は、伝道です。だから、生きる理由は、一つしかありません。Only伝道のために生きることです。ご飯を食べるのも朝目覚めるのも結婚するのも就職することも子どもを産むことも全部が伝道のためです。この一つの理由に絞られて悩むことがない人生を成功と言います。学校に行っているか行っていないか、成績が上か下か、まったく関係ありません。そういうことに振り回されないようにしましょう。それならば勉強でもなんでも適当にすればいいのでしょうか。そういう話ではありません。ここまでが成功です。
ですから、こういうことのゆえに、いま自分に与えられている一回限りの人生、また、その人生に関わるすべてが、この目的のため、この理由のための聖なる道具なのだと見ることができる人を成功者と言います。道具なので縛られることなどありません。つまり、自分の人生、自分の金、自分の仕事、自分の学歴、自分の才能すべてが、伝道のために用いられ、また、伝道の助けになるぐらいになるという思いをもって聖なる挑戦をするということを成功と言います。こういうことが成功なので、具体的な内容は怠けてもいいという話ではありません。より違う次元、異次元の挑戦をして、異次元の努力をするわけです。それはバベル塔を目指して縛られて頑張ることとは違います。それは結局、重荷を負って疲れてしまうでしょう。でも、このような挑戦は、外なるものが衰えていても内なるものは日々、新しくなるものなのです。神のわざ、神がなさることを体験するようになるでしょう。成功に対しての勘違いを正していただきたいと思います。

そういう意味で今日からクリスチャンの皆さん、特にレムナントの皆さん、バベル塔と象徴されるそういう意味での成功のために、成功を目指して生きる人生はもう今日限り止めましょう。あれは損します。逆に、もうすでに自分は成功者なのです。なぜなら皆さんはイエス・キリストを受け入れて新しいいのちが与えられ、神様が一緒であり、地上のものでは振り回すことができない天の御座の祝福を持っている存在ではないでしょうか。だから、皆さんが成功者なのです。皆から成功者だと見られている人を見て憧れていたり、うらやましいと思ったりすることは止めましょう。皆さんこそが本当の意味で成功者だということをお証ししていかないといけません。そのためにその分野、その現場などにおいて、彼らにつまずきにならないようにそこで挑戦するわけです。キリストこそがまことの成功だというお証しのために、お医者さんをやるにしても、会社員になるにしても、IT関係の仕事をするにしても、芸術をするにしても、そういう意味合いをもって、聖なる挑戦をするだけです。神様がそこにわざを現してくださるようになるでしょう。成功者の自負を持ってスタートするようにしましょう。そして、成功者として味わうことに集中しましょう。まずそこから吟味しないといけません。そして、成功者の余裕を持って異次元の挑戦をすること、それを献身と言います。異次元の挑戦をして、まことの成功とは何なのかを世に知らしめるクリスチャンであることを祈りたいと思います。

改めてもう一回申し上げます。だれが成功者なのでしょうか。皆さんが成功者です。いまの現状、肩書がどうであれ、通帳の残高がどうであれ、また、能力の面で上、下があるでしょうけれども、そういうことと関係なく、イエス・キリストにあって皆さんこそが成功者です。暗い思い、否定的な思い、劣等感など、また、肉的な資格など、全部捨ててください。朝目覚めたら、今日も成功者として主が皆さんとともにおられます。

（祈り）
恵み深い天の父なる神様。人々は、罪の本書のゆえにバベル塔を建てて、それこそが人生の成功だと勘違いしていますが、神様が人を愛して、それは成功ではないということを現すために崩壊させることを感謝いたします。キリストこそがまことの成功であり、そして、イエス・キリストを受け入れた私たちこそがまことの成功者であり、私たちの人生こそが成功の人生であるという確信をもって、成功者の人生を具体的に歩むことができるようにひとりひとりを祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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